
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＨＦ不溶分を１０～３０％含有するポリエステル樹脂からなる結着樹脂、離型剤、着
色剤 および

脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂を含有する静電荷像現像
用トナー。
【請求項２】
　ポリエステル樹脂のＴＨＦ可溶分のＧＰＣによる分子量が、少なくとも４．０×１０ 3  

～７．０×１０ 3  の範囲にピークを有することを特徴とする請求項１記載の静電荷像現像
用トナー。
【請求項３】
　ポリエステル樹脂が、ＴＨＦ不溶分１５～４０％の樹脂と、ＴＨＦ不溶分０％の樹脂と
を含有し、その混合比が３０：７０～８０：２０である請求項１記載静電荷像現像用トナ
ー。
【請求項４】
　脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂の軟化点が８０～１７０℃
である請求項１に記載の静電荷像現像用トナー。
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、 脂肪族炭化水素モノマー成分として、イソプレン、ピペリレン、２－メチル
ブテン－１および２－メチルブテン－２からなる群から選択された少なくとも１種の脂肪
族炭化水素モノマー成分と、ビニルトルエン、α－メチルスチレンおよびイソプロペニル
トルエンからなる群から選択された少なくとも１種の芳香族炭化水素モノマー成分とより
なる



【請求項５】
　脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂を、ポリエステル樹脂１０
０重量部に対して２～５０重量部含有する請求項１記載の静電荷像現像用トナー。
【請求項６】
　

【請求項７】

【請求項８】
　

【請求項９】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電子写真法、静電記録法、静電印刷法等に用いられる静電荷像現像用トナーお
よび静電荷像現像剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、静電荷像現像用トナーの定着方式として、加熱ロール方式が広く採用されている。
この加熱ロール方式の定着装置は、加熱源を備えた加熱ロールと加圧ロールとから構成さ
れ、加熱ロール表面に被定着シートのトナー画像面を圧接触しながら通過させることによ
り定着を行うものであり、加熱ロール表面と被定着シートのトナー画像面が直接接触する
ため、熱効率が高く、有効で、迅速に定着を行うことができるという特徴を有している。
一方、近年複写機の高速化、省エネルギー化の観点から、トナーに対する優れた低温定着
特性が要求されている。低温定着が実現できることにより、省エネルギー化はもちろん、
ウォームアップ時間の短縮による快適な操作性や、加熱ロールの小径化による画像形成装
置の小型化を図ることができる。この様な低温定着性の優れたトナーとして、ポリエステ
ル樹脂を結着樹脂としたトナーが提案されている。ポリエステル樹脂は、ガラス転移温度
が高いにもかかわらず、低軟化点の樹脂を得やすく、加熱溶融した時に、紙等の被定着シ
ートに対する濡れ性がよく、より低温で十分な定着を行うことが可能である。
【０００３】
一方、加熱ロール方式では、加熱ロール表面とトナー像とが加熱溶融状態で圧接触するた
めに、トナー像の一部が加熱ロール表面に付着して転移し、次の被定着シート上に汚れを
生じさせる現象、いわゆるオフセット現象の防止が課題となってくる。また、この加熱ロ
ール方式では、ロール部に剥離爪を設けて、紙等の被定着シートがロール部を通過した後
、ロールに巻き付くのを防止しているが、複写機の高速化によるストレスの増加や被定着
シート先端部にソリッド等がある場合等、剥離不良や剥離爪による剥離爪傷が発生すると
いう問題が生じる。そのため、加熱ロール表面をフッ素系樹脂等の剥離性の優れた樹脂で
被覆する方法や、トナー中にポリプロピレンおよびポリエチレン等の剥離剤を含有させる
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離型剤がポリエチレンワックスおよびポリプロピレンワックスである請求項１記載の静
電荷像現像用トナー。

　離型剤を、ポリエステル樹脂１００重量部に対して０．１～２０重量部含有する請求項
１記載の静電荷像現像用トナー。

キャリアとトナーからなる静電荷像現像剤において、該トナーが、ＴＨＦ不溶分を１０
～３０％含有するポリエステル樹脂からなる結着樹脂、離型剤、着色剤、および脂肪族炭
化水素モノマー成分として、イソプレン、ピペリレン、２－メチルブテン－１および２－
メチルブテン－２からなる群から選択された少なくとも１種の脂肪族炭化水素モノマー成
分と、ビニルトルエン、α－メチルスチレンおよびイソプロペニルトルエンからなる群か
ら選択された少なくとも１種の芳香族炭化水素モノマー成分とよりなる脂肪族炭化水素－
炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂を含有することを特徴とする静電荷像現像剤。

　像担持体上に潜像を形成する工程、該潜像を現像剤を用いて現像する工程、形成された
トナー像を転写体に転写する工程を有する画像形成方法において、現像剤として、請求項
１に記載の静電荷像現像用トナーを有してなるものを用いることを特徴とする画像形成方
法。



ことにより、加熱溶融時の離型性を向上させる方法が提案され、実施されている。
【０００４】
しかしながら、ポリプロピレンおよびポリエチレン等のワックスは、比較的極性の強いポ
リエステル樹脂との相溶性が悪く、ポリエステル樹脂中に均質に微細分散させることが困
難であり、樹脂中にワックスのドメインが形成される。このため、特に粉砕法でトナーを
作製する場合、粉砕時にこのドメイン部分でトナーが粉砕され、トナー粒子表面にワック
スが露出したりまたは遊離しやすく、トナーの粉体流動性や熱保存性の悪化、さらに感光
体へのワックス成分の移行によって生じるフィルミングや、キャリアへのワックス成分の
移行によるキャリア汚染等の２次障害をもたらすため、未だ解決すべき問題を残している
。
【０００５】
この様な課題を解決するために、特開平７－２４４４０２号公報に記載のように、分子末
端に極性基を有する酸化型ポリオレフィンワックス等の変性ワックスを使用して、ポリエ
ステル樹脂とワックスの相溶性を改善し、ワックスの分散性を向上させる技術が提案され
ているが、ポリエステル樹脂とワックスの相溶性を改善することにより、ワックスの分散
性は向上するものの、結着樹脂の溶融粘度が低下することによる耐オフセット性の低下や
、本来の離型剤としての効果が低下するという問題が生じる。
【０００６】
また、ポリエステル樹脂自身にも、耐オフセット性を付与する目的で、分子量分布の二山
化や、特公昭６３－６０９０４号公報に記載されているようなクロロホルム不溶分を含有
するポリエステル樹脂の検討がなされている。しかしながら、これらの樹脂を使用するこ
とにより、トナーの耐オフセット性は向上するものの、元来強靭であるために粉砕性の向
上に問題があるポリエステル樹脂の一層の粉砕性悪化を招き、複写画像の高画質化を達成
するために必要な小粒径トナーの作製時に、生産性を大幅に低下させるという問題を有し
ている。この問題を解決するために、特開平４－２５７８６８号公報においては、芳香族
石油樹脂を使用して粉砕性と熱保存性を両立させる技術が、また、特開平８－２７８６５
８号公報には、水素添加石油樹脂を使用して粉砕性と熱保存性を両立させる技術が提案さ
れているが、これらの技術では粉砕性の改良は可能であるが、離型剤の分散性の改良には
効果がなく、さらにトナーの帯電性を悪化させるという問題が生じる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記の問題を解決することを目的とするものであり、粉砕性と熱保存性が両立
でき、十分な低温定着性と耐オフセット性、および剥離性による広い定着可能温度領域を
有する静電荷像現像用トナーを提供することを目的とする。また、粉体流動性の悪化によ
るトナーディスペンス不良や保管性の悪化、感光体へのフィルミングによる画像欠陥の発
生、さらにキャリアへのインパクションによる帯電性の悪化等の弊害を生じない静電荷像
現像用トナーを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明者等は、上記の問題を解決すべく鋭意検討した結果、トナーに、ＴＨＦ不溶分を
１０～３０％含有するポリエステル樹脂からなる結着樹脂を用い 脂肪族炭化水素
－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂を含有させることによって、上記目的が達成
されることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
　  、本発明の静電荷像現像用トナーは、ＴＨＦ不溶分を１０～３０％含有する
ポリエステル樹脂からなる結着樹脂、離型剤、着色剤 および

脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳
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、特定の

すなわち
、 脂肪族炭化水素モノマー成

分として、イソプレン、ピペリレン、２－メチルブテン－１および２－メチルブテン－２
からなる群から選択された少なくとも１種の脂肪族炭化水素モノマー成分と、ビニルトル
エン、α－メチルスチレンおよびイソプロペニルトルエンからなる群から選択された少な
くとも１種の芳香族炭化水素モノマー成分とよりなる



香族炭化水素共重合樹脂を含有することを特徴とする。
　また、本発明の静電荷像現像剤は、上記の静電　荷像現像用トナーとキャリアとよりな
ることを特徴とする。
【００１０】
本発明の静電荷像現像用トナーにおいて、ポリエステル樹脂の酸価は５～５０であり、軟
化点は１００～１４０℃であることが好ましい。また、トナーのＴＨＦ可溶分のＧＰＣに
よる分子量が、３．０×１０ 5  ～３．０×１０ 6  の範囲にピークまたはショルダーを有す
るのが好ましい。また、本発明の静電荷像現像剤において、キャリアが樹脂被覆層を有す
ることが好ましい。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明において結着樹脂として使用するポリエステル樹脂は、ＴＨＦ不溶分を１０～３０
％含有するものであれば、如何なるものでも使用することができるが、好ましいポリエス
テル樹脂としては、多価ヒドロキシ化合物と多価カルボン酸またはこれらの低級アルキル
エステル、酸無水物、酸ハロゲン化物等の反応性誘導体とから得られるものがあげられる
。
【００１２】
多価ヒロドキシ化合物としては、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、
１，４－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６
－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、
ジエチレングリコール、トリエチレングリコール等のポリエチレングリコール、ジプロピ
レングリコール、トリプロピレングリコール等のポリプロピレングリコール、ビスフェノ
ールＡおよびその誘導体、そのアルキレンオキサイド付加物、水素添加ビスフェノールＡ
等の二価ヒドロキシ化合物、およびグリセリン、ソルビトール、１，４－ソルビタン、ト
リメチロールプロパン等の三価以上のヒドロキシ化合物を用いることができる。
【００１３】
多価カルボン酸としては、例えば、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、１，２，５－ヘキ
サントリカルボン酸、１，２，７，８－オクテンテトラカルボン酸、ｎ－オクチルコハク
酸、１，３－ジカルボキシ－２－メチル－２－カルボキシメチルプロパン、テトラ（カル
ボキシメチル）メタン、マレイン酸、フマル酸、ドデセニルコハク酸、１，２，４－シク
ロヘキサントリカルボン酸、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、トリメリット酸、
ピロメリット酸、１，２，４－ナフタレントリカルボン酸を用いることができる。
【００１４】
本発明において、ポリエステル樹脂は、ＴＨＦ不溶分を１０～３０％含有することが必要
であり、好ましくはＴＨＦ不溶分１５～２５％を含有するものである。ポリエステル樹脂
のＴＨＦ不溶分が１０％より低い場合には、樹脂の弾性が減少するので、耐オフセット性
が低下し、一方、３０％より高い場合には、トナーの製造性が悪くなり、粉体特性が悪く
、また、低温定着性も劣ったものとなる。また、ＴＨＦ不溶分を含有することによる樹脂
の弾性向上により、ロールとの剥離性も向上するため、低温域での剥離爪傷の発生が抑制
される。
【００１５】
なお、ここでいうＴＨＦ不溶分とは、以下の方法で算出したものを意味する。
（ＴＨＦ不溶分）…粉砕した試料５ｇにＴＨＦ（テトラヒドロフラン）１００ｇを加え、
室温で２４時間以上撹拌溶解させる。乾燥した濾紙の重量を秤量し、上記溶液を加圧濾過
機で濾過し、濾過残渣および濾紙を乾燥させて重量を秤量し、得られた重量と濾紙の重量
の差から算出する。
【００１６】
本発明における上記ポリエステル樹脂は、ＴＨＦ不溶分が１０～３０％の範囲にある１種
の樹脂より構成されていてもよいが、ＴＨＦ不溶分１５～４０％の樹脂と、ＴＨＦ不溶分
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０％の樹脂とを混合したものが好ましい。この様に２種の樹脂を所定の割合で混合するこ
とにより所望の定着性を得られるように制御することが可能になる。ＴＨＦ不溶分１５～
４０％の樹脂と、ＴＨＦ不溶分０％の樹脂との混合比率は、３０：７０～８０：２０の範
囲にあるものが好ましく、より好ましくは、４０：６０～７０：３０の範囲にあるもので
ある。
【００１７】
本発明における上記ポリエステル樹脂は、その軟化点が１００～１４０℃の範囲にあるも
のが好ましく、より好ましくは１０５～１４０℃の範囲のものである。軟化点が１００℃
よりも低い場合には、熱保存性が悪化し、１４０℃よりも高い場合は、低温定着性が悪化
する。また、ガラス転移温度は５５～７５℃の範囲が好ましく、より好ましくは５５～７
０℃の範囲である。ガラス転移温度が５５℃よりも低い場合には、熱保存性が悪化し、７
５℃よりも高い場合には、低温定着性が悪化する。また、本発明における上記ポリエステ
ル樹脂は、その酸価（ＡＶ値）が５～５０（ＫＯＨｍｇ／ｇ）の範囲にあるものが好まし
く、より好ましくは１０～４０（ＫＯＨｍｇ／ｇ）の範囲にあるものである。酸価が５よ
り低い場合には、十分な帯電量が得られず、５０より高い場合には、帯電量は向上するも
のの、環境依存性が悪化するため、異なった環境による帯電の安定性が悪化する。
【００１８】
なお、ここでいう酸価は、樹脂１ｇ中に含まれる遊離脂肪酸、樹脂酸等を中和するのに要
する水酸化カリウムのｍｇ数を意味し、次の方法により算出される。
（酸価）…溶剤として、アセトン－トルエン（１：１）混合物にフェノールフタレイン溶
液を滴下し、測定試料１ｇを溶解し、０．１ｍｏｌ／ｌのアルコール性水酸化カリウム標
準溶液で滴定して算出する。
【００１９】
また、本発明におけるポリエステル樹脂は、そのＴＨＦ可溶分のＧＰＣによる分子量が、
少なくとも４．０×１０ 3  ～７．０×１０ 3  の範囲にピークを有するものが好ましく、よ
り好ましくは４．０×１０ 3  ～６．０×１０ 3  の範囲である。ＴＨＦ可溶分のＧＰＣによ
る分子量のピークが４．０×１０ 3  よりも低い場合には、トナーの粉体流動性が悪化し、
７．０×１０ 3  よりも高い場合には、トナーの低温定着性が悪化する。なお、ここでいう
分子量は、スチレン換算による値である。
【００２０】
　本発明において使用する脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂は
、石油類のスチームクラッキングによりエチレン、プロピレン等を製造するエチレンプラ
ントから副生する分解油成分に含まれるジオレフィンおよびモノオレフィンを原料として
合成されるものであり、イソプレン、ピペリレン、２－メチルブテン１および２－メチル
ブテン－２からなる群から選択された少なくとも１種の脂肪族炭化水素モノマー成分と、
ビニルトルエン、α－メチルスチレ よびイソプロペニルトルエンからなる群から選択
された少なくとも１種の芳香族炭化水素モノマー成分とを共重合成分とした共重合体であ

【００２１】
　さらに、芳香族炭化水素モノマーとしては、モノマー純度の高いピュアモノマーを使用
すると、樹脂の着色や、加熱時の臭気を低く抑えることができるので、より好ましい。芳
香族炭化水素モノマーの純度としては、９５％以上が好ましく、より好ましくは９８％以
上である。芳香族炭化水素モノマーは、炭素数が９以上のモノマー

から 、このモノマーと脂肪
族炭化水素モノマーから得られる共重合樹脂は、炭素数９未満の芳香族炭化水素モノマー
と脂肪族炭化水素モノマーから得られる共重合樹脂に比べて、ポリエステル樹脂との相溶
性がより高くなる。さらに、トナー粉砕性や熱保存性を満足するために、共重合体の構成
成分としては芳香族炭化水素モノマー成分の多い方が好ましい。ただし、芳香族炭化水素
モノマー成分の量が多くなり過ぎると、離型剤の分散が悪化し、一方、脂肪族炭化水素モ
ノマー成分の量が多くなり過ぎると、トナーの熱保存性が悪化する。
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、α－メチルスチレンおよびイソプロペニルトルエン 選択され



【００２２】
本発明における上記脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂は、その
環球式軟化点が８０～１７０℃の範囲のものが好ましく、より好ましくは１００～１５０
℃の範囲のものである。ここでいう軟化点とは、ＪＩＳ　Ｋ６８６３－１９９４（ホット
メルト接着剤の軟化点試験方法）に準じて測定した値を意味する。
【００２３】
本発明に使用する上記脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂は、低
分子量化しても高いガラス転移温度を有し、さらに各種樹脂、エラストマー、ワックスと
の相溶性のバランスがよいと言う特徴を有しており、結着樹脂と溶融混合することにより
、熱保存性と粉砕性を両立することが可能であり、トナーの帯電特性にも影響を与えない
。
【００２４】
さらに、上記脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂を、ポリエステ
ル樹脂と、離型剤としてワックスと共に使用することにより、樹脂中のワックス分散性が
著しく改善され、その結果、良好な粉体流動性および熱保有性を維持したまま、加熱ロー
ルとの剥離性と耐オフセット性が著しく改善され、感光体へのワックスのフィルミングに
よる複写体の画像欠陥の発生や、キャリア汚染による帯電劣化も改善することができる。
【００２５】
本発明において、上記脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹脂の使用
量は、ポリエステル樹脂１００重量部に対して、２～５０重量部、好ましくは、３～３０
重量部の範囲である。使用量が２重量部よりも少ないと、ワックス分散向上効果が得られ
なくなり、５０重量部よりも多くなると、トナーが過粉砕されやすくなり、現像機の中で
トナーの粒子径が小さくなり、その結果、カブリが生じ、画像濃度が低くなり、現像性が
低下する恐れがある。
【００２６】
本発明において使用される離型剤としては、ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワッ
クス等のポリオレフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、パラフィンワックス
等の脂肪族炭化水素系ワックス、カルナバワックス、モンタン酸エステルワックス等の脂
肪酸ワックス等、公知の離型剤があげられるが、特に、ポリプロピレンワックスとポリエ
チレンワックスの併用が好ましい。ポリプロピレンワックスを使用することにより、低温
域での剥離爪による剥離爪傷の発生が抑制され、また、耐オフセット性も向上するため、
ポリエステル樹脂の優れた低温定着性を損なうことなく、広い定着可能温度領域を確保す
ることができる。さらにポリエチレンワックスを使用することにより、定着後のトナー像
表面の摩擦係数を低下することができ、そのため定着後のこすり画像強度の優れたトナー
を提供することができ、自動原稿紙送り装置や、複写機内の紙送りロール等により、コピ
ー原稿の画像表面が擦られて発生する、こすり汚れや画像にじみ等の画質の低下を防ぐこ
とができる。また、ポリプロピレンワックス、ポリエチレンワックス共にコストの面から
も好ましい。これらの離型剤の合計使用量は、トナー樹脂成分１００重量部に対して、０
．１～２０重量部、より好ましくは２～１０重量部に設定される。離型剤の使用量が０．
１重量部よりも少ない場合には、十分な離型性が得られず、２０重量部を越えると、帯電
性、粉体流動性および熱保存性が低下する。
【００２７】
本発明において、着色剤としては、カーボンブラック、フタロシアニンブルー、キナクリ
ドン、ベンジジンイエロー等、公知の着色剤を使用することができる。
本発明においては、さらに必要に応じて、帯電制御剤、磁性粉等を添加してもよい。帯電
制御剤としては、クロム系アゾ染料、鉄系アゾ染料、アルミニウムアゾ染料、サリチル酸
金属錯体等が使用される。磁性粉としては、コバルト、鉄、ニッケル等の強磁性金属、コ
バルト、鉄、ニッケル、アルミニウム、鉛、マグネシウム、亜鉛、マンガン等の金属の合
金、酸化物等の公知の磁性体が使用される。
【００２８】
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本発明におけるトナーは、そのＴＨＦ可溶分のＧＰＣによる分子量が、３．０×１０ 5  ～
３．０×１０ 6  の範囲にピークまたはショルダーを有することが好ましく、より好ましく
は４．０×１０ 5  ～２．０×１０ 6  の範囲にピークまたはショルダーを有するものである
。特に溶融混練によりトナーを作成する場合には、混練時のシェアによりＴＨＦ不溶分の
架橋部分が一部切断され、これがＧＰＣの高分子量側のピークまたはショルダーとして現
れる。このためこのピークまたはショルダーが混練状態を現す一つの指標となる。混練時
のシェアが強すぎ、ＴＨＦ不溶分の架橋部分が過剰に切断されてしまうと、高分子量側の
ピークまたはショルダーが３．０×１０ 5  未満となり、トナーに十分な耐オフセット性が
得られなくなる。また、高分子量側のピークまたはショルダーが３．０×１０ 6  を超える
範囲にあるということは、混練時のシェアが十分ではなく、顔料や離型剤の分散が不十分
になり、帯電性、粉体流動性または保存性が悪化する。
【００２９】
本発明のトナーは、上記のＴＨＦ不溶分を１０～３０％含有するポリエステル樹脂からな
る結着樹脂、離型剤、着色剤、脂肪族炭化水素－炭素数９以上の芳香族炭化水素共重合樹
脂、および必要に応じて帯電制御剤および磁性粉を、ヘンシェルミキサーで混合した後、
バンバリーミキサーまたはエクストルーダー等の混練機で溶融混練し、得られた混練物を
圧延／冷却した後、ハンマーミルで粗粉砕後、ジェットミルで微粉砕し、風力分級機で分
級することによって製造することができる。
【００３０】
上記トナーには、外添剤をヘンシェルミキサー等で混合することができる。外添剤として
は、表面を疎水化処理したシリカ微粒子、酸化チタン微粒子、アルミナ微粒子、酸化セリ
ウム微粒子、カーボンブラック等の無機微粒子、およびポリカーボネート、ポリメチルメ
タクリレート、シリコーン樹脂等のポリマー微粒子等、外添剤として公知の微粒子を使用
することができる。
【００３１】
上記のようにして作製される本発明の静電荷像現像用トナーは、一成分現像剤として使用
してもよいが、キャリアと混合して二成分現像剤として使用してもよい。本発明の静電荷
像現像剤がキャリアとトナーからなる場合、キャリアとしては、樹脂被覆層を有する樹脂
被覆キャリアを好適に使用することができる。樹脂被覆キャリアは、芯材の表面に樹脂を
被覆したものであって、芯材としては、例えば、鉄粉、フェライト粉、ニッケル粉等の磁
性を有する粉体をあげることができる。被覆する樹脂としては、例えば、フッ素樹脂、ビ
ニル樹脂、シリコーン樹脂等があげられる。
【００３２】
【実施例】
以下、本発明を実施例によって詳細に説明するが、本発明は、それらによって限定される
ものではない。
実施例および比較例において用いた結着樹脂を表１および表２に、脂肪族炭化水素－芳香
族炭化水素共重合樹脂を表３に示す。なお、表１におけるＨ体は、ＴＨＦ不溶分を含むポ
リエステル樹脂を、Ｌ体は、ＴＨＦ不溶分を含まないポリエステル樹脂を意味する。また
、これらポリエステル樹脂の構成成分は次の通りである。
【００３３】
ポリエステル樹脂ＡのＨ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸／ドデセニルコハ
ク酸縮合物
ポリエステル樹脂ＡのＬ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸縮合物
ポリエステル樹脂ＢのＨ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸／ドデセニルコハ
ク酸縮合物
ポリエステル樹脂ＢのＬ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
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ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸縮合物
ポリエステル樹脂ＣのＨ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸／ドデセニルコハ
ク酸縮合物
ポリエステル樹脂ＣのＬ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸縮合物
ポリエステル樹脂ＤのＨ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸／ドデセニルコハ
ク酸縮合物
ポリエステル樹脂ＤのＬ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸縮合物
ポリエステル樹脂ＥのＨ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸／ドデセニルコハ
ク酸縮合物
ポリエステル樹脂ＥのＬ体：ビスフェノールＡエチレンオキサイド付加物／ビスフェノー
ルＡプロピレンオキサイド付加物／テレフタル酸／無水トリメリット酸縮合物
【００３４】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表２】
　
　
　
　
　
【００３５】
【表３】
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【００３６】
実施例１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上記成分の混合物をバンバリーミキサーによって５分間溶融混練し、その後、圧延／冷却
し、ハンマーミルで粗粉砕後、ジェットミルで微粉砕し、風力分級機で分級して、体積平
均粒径９．０μｍのトナー母体粒子を得た。このトナー母体粒子１００重量部に対して、
酸化チタン１．０重量部と疎水性シリカ０．３重量部をヘンシェルミキサーによって混合
し、トナーを得た。また、このトナー６重量部と、フェライトコアにスチレン－アクリル
樹脂２％をコーティングした粒径５０μｍのキャリア１００重量部とを混合して現像剤を
得た。
【００３７】
実施例２
ポリエステル樹脂Ａの代わりに、ポリエステル樹脂Ｂを使用した以外は、実施例１と同様
にして、トナーおよび現像剤を得た。
実施例３
ポリエステル樹脂Ａの代わりに、ポリエステル樹脂Ｃを使用した以外は、実施例１と同様
にして、トナーおよび現像剤を得た。
実施例４
脂肪族炭化水素－芳香族炭化水素共重合樹脂Ａの代わりに、脂肪族炭化水素－芳香族炭化
水素共重合樹脂Ｂを使用した以外は、実施例１と同様にして、トナーおよび現像剤を得た
。
実施例５
脂肪族炭化水素－芳香族炭化水素共重合樹脂Ａの代わりに、脂肪族炭化水素－芳香族炭化
水素共重合樹脂Ｃを使用した以外は、実施例１と同様にして、トナーおよび現像剤を得た
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。
【００３８】
実施例６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
実施例７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
【００３９】
実施例８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
実施例９
ポリエステル樹脂Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９重量部
カーボンブラック（ＢＰＬ、キャボット社製）　　　　　　　　　６重量部
脂肪族炭化水素－芳香族炭化水素共重合樹脂Ａ　　　　　　　　１０重量部
低融点ポリエチレンワックス（融点：８７．７℃）　　　　　　　５重量部
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
実施例１０
ポリエステル樹脂Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９重量部
カーボンブラック（ＢＰＬ、キャボット社製）　　　　　　　　　６重量部
脂肪族炭化水素－芳香族炭化水素共重合樹脂Ｂ　　　　　　　　１０重量部
パラフィンワックス（融点：８０．０℃）　　　　　　　　　　　５重量部
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
【００４０】
比較例１
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ポリエステル樹脂Ａの代わりに、ポリエステル樹脂Ｄを使用した以外は、実施例１と同様
にして、トナーおよび現像剤を得た。
比較例２
ポリエステル樹脂Ａの代わりに、ポリエステル樹脂Ｅを使用した以外は、実施例１と同様
にして、トナーおよび現像剤を得た。
比較例３
ポリエステル樹脂Ａの代わりに、スチレン－ブチルアクリレート共重合樹脂Ａを使用した
以外は、実施例１と同様にして、トナーおよび現像剤を得た。
【００４１】
比較例４
　
　
　
　
　
　
　
　
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
比較例５
脂肪族炭化水素－芳香族炭化水素共重合樹脂Ａの代わりに、脂肪族炭化水素石油樹脂（Ｃ
５系石油留分：イソプレン／ピペリレン＝５０／５０を使用した以外は、実施例１と同様
にして、トナーおよび現像剤を得た。
【００４２】
比較例６
脂肪族炭化水素－芳香族炭化水素共重合樹脂Ａの代わりに、芳香族炭化水素石油樹脂（Ｃ
９系石油留分：α－メチルスチレン）を使用した以外は、実施例１と同様にして、トナー
および現像剤を得た。
比較例７
ポリエステル樹脂Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８９重量部
カーボンブラック（ＢＰＬ、キャボット社製）　　　　　　　　　６重量部
酸化ポリエチレンワックス（融点：９０．３℃）　　　　　　　　５重量部
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
比較例８
ポリエステル樹脂Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９重量部
カーボンブラック（ＢＰＬ、キャボット社製）　　　　　　　　　６重量部
脂肪族炭化水素－芳香族炭化水素共重合樹脂Ａ　　　　　　　　１０重量部
上記成分の混合物を用い、実施例１と同様にしてトナーおよび現像剤を得た。
【００４３】
上記のようにして得られた実施例および比較例のトナーおよび現像剤について、それぞれ
離型剤分散性、トナー流動性、トナー熱凝集度（熱保存性）、トナー粉砕性、感光体フィ
ルミング、最低定着温度、オフセット温度、剥離爪傷消失温度、こすり画像濃度について
評価した。なお、すべての実施例及び比較例３を除くすべての比較例で得られたトナーは
、ＴＨＦ可溶分のＧＰＣによる分子量が３．０×１０ 5  ～２．０×１０ 6  の範囲にピーク
またはショルダーを有していた。
【００４４】
＜離型剤分散性＞
トナー切片を透過型電子顕微鏡によって観察し、目視グレードでＧ１～Ｇ５まで評価した
。Ｇ２以下を許容範囲とした。
＜トナー流動性＞
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富士ゼロックス社製のＶ５５０改造機によって連続駆動で１分間にトナーカートリッジか
ら滴下するトナー量を測定した。１５ｇ以上を許容範囲とした。
＜トナー熱凝集度＞
パウダーテスター（ホソカワミクロン社製）を用い、上段より目開き４５μｍ、３８μｍ
および２６μｍのふるいを直列に配置し、４５μｍのふるい上に正確に秤量した２ｇのト
ナーを投入し、振幅１ｍｍで９０秒間振動を与え、振動後の各ふるい上のトナー重量を測
定し、それぞれに０．５、０．３および０．１の重みをかけて加算し、百分率で算出した
ものである。試料であるトナーは、５０℃／５０％ＲＨの環境下で約２４時間放置した後
のものを使用した。２０以下を許容範囲とした。
【００４５】
＜トナー粉砕性＞
ジェットミルによって混練粗粉砕物を微粉砕する際、体積平均粒径（コールターカウンタ
ーＴＡ－１１型、アパーチャー径１００μｍ）９．０μｍになる供給量の比（実施例１を
１．０とし、その他をこの供給量で割って算出）をトナー粉砕性指標とした。トナー粉砕
性指標が大きいほど粉砕されやすく、０．８以上を許容範囲とした。
＜感光体フィルミング＞
富士ゼロックス社製のＶ５５０改造機によって１０万枚コピーした後、感光体フィルミン
グによる画像欠陥を評価し、Ｇ５（悪い）～Ｇ１（良い）にグレード付けした。
【００４６】
＜最低定着温度＞
富士ゼロックス社製のＶ５５０改造機によって定着温度を変えて定着を実施した。ソリッ
ド画像を２つ折りにして、そのレベルを目視グレード評価し、許容レベルになる最低温度
を測定した。実用上問題のない温度は約１３５℃以下である。なお、紙は、富士ゼロック
ス社製Ｌ紙を用いた。
＜オフセット温度＞
富士ゼロックス社製のＶ５５０改造機の定着ロールの回転数を下げ、プロセススピードを
従来の３００ｍｍ／ｓから１８０ｍｍ／ｓにした条件下で、定着温度を変えて定着を実施
し、オフセットが発生した温度を評価した。許容範囲は２４０℃で未発生の場合である。
なお、紙は、富士ゼロックス社製Ｌ紙を用いた。
【００４７】
＜剥離爪傷消失温度＞
富士ゼロックス社製のＶ５５０改造機によって定着温度を変えて定着を実施し、画像先端
部分のベタ黒画像において発生する剥離爪傷が実用上問題にならないレベルに達する最低
温度を測定した。実用上問題のない温度は約１３５℃以下である。なお、紙は、富士ゼロ
ックス社製Ｌ紙を用いた。
＜こすり画像濃度＞
富士ゼロックス社製のＶ５５０改造機によって定着を実施し、５枚の原稿をＶ５５０の自
動原稿送り装置にセットして送り、２枚目以降の原稿の裏汚れを目視グレード評価により
、Ｇ５（悪い）～Ｇ１（良い）にグレード付けした。Ｇ２以下を許容範囲とした。なお、
紙は、富士ゼロックス社製Ｌ紙を用いた。
【００４８】
上記の結果を表４に示す。
【表４】
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【００４９】
【発明の効果】
本発明の静電荷像現像用トナーおよび静電荷像現像剤は、トナー粉砕性と流動性、熱保存
性が両立でき、感光体へのフィルミングによる画像欠陥の発生、キャリアへのインパクシ
ョンによる帯電性の悪化等の弊害を生じなく、最低定着温度および剥離爪傷消失温度が低
く、耐オフセット性に優れた広い定着可能温度域を持ち、定着後の耐こすり性にも優れた
ものである。
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